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日本語話者の音声を収録した話者認識用データセット 
「Laboro-ASV」を無償公開 

 
株式会社 Laboro.AI 

代表取締役CEO 椎橋徹夫・代表取締役COO兼CTO 藤原弘将 
 
オーダーメイドのAI・人工知能ソリューション開発およびAI 導入コンサルティング『カスタムAI』を展
開する株式会社 Laboro.AI（ラボロエーアイ、東京都中央区、代表取締役CEO椎橋徹夫・代表取締役COO
兼CTO藤原弘将。以下、当社）は、話者認識技術の発展を目的に、日本語話者の音声を収録した音声データ
セット「Laboro-ASV」の無償提供を開始いたしました。 
 
Laboro-ASVは、B-CASカードによるアクセス制限がないワンセグ放送を利用し、2022年 2～7月にか
けて放送されたテレビ番組の録画データから構成された音声コーパスで、142人の話者による約95時間分
の音声が収録されております。 
 
なお、Laboro-ASVについては、2023年 9月 27日に開催された、日本音響学会 第 150回（2023年秋
季）研究発表会にて報告いたしました。予稿は下記よりご覧いただけます。 
https://laboro.ai/wp-content/uploads/2024/01/Laboro-ASV_ASJ2023.pdf

 

 

https://laboro.ai/wp-content/uploads/2024/01/Laboro-ASV_ASJ2023.pdf
https://laboro.ai/wp-content/uploads/2024/01/Laboro-ASV_ASJ2023.pdf
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 背景                           
 話者認識は、幅広い応用可能性を有している技術分野であり、例えば音声アシスタントやセキュリティー
システムなどさまざまな用途で使われております。中でも話者認識の精度を向上させるカギは、対象となる
話者が使用する言語向けに作成された高品質な音声データセットが利用できることにあります。ですが、外
国言語の著名な音声データセットとしては、VoxCeleb（※1）やCN-Celeb（※2）などがある一方、日本語
の話者認識の分野では、以下の条件を満たす有用なデータセットがありませんでした。 
（１）日本語話者に限定、または重きを置いている 
（２）研究用途のみならず、商用利用も無償 
（３）”in the wild”のデータを収集し、それによってスタジオ収録の音声よりも実環境に近い音声データで

構成されている 
 日本語を主たる言語としない話者による音声データセットでは、話者認識の精度を著しく低下させる可能
性もあり、特定言語に特化したデータセットの必要性を背景に、当社では日本語話者に特化した音声データ
セットを作成いたしました。 
 
（※1）2017年に発表された英語話者向けデータセット（https://arxiv.org/abs/1706.08612） 
（※2）2019年に発表された中国語話者向けデータセット（https://arxiv.org/abs/1911.01799） 

 Laboro-ASV の特徴                        
 当社では「話者ごとの発話数」が話者認識のためのデータセットの有効性を決定付ける重要な要素である
と考え、Laboro-ASVを、データセットとして充実させることを目的に、出演頻度に基づいて話者を選択
し、話者ごとに十分な発話量を確保しております。話者1人当たりの発話数は、同種のデータセットで一般
的に100～200であるところ、それをはるかに上回る450超の発話数で構成されております。 

 Laboro-ASV 比較実験について                        
 Laboro-ASVの性能を評価するため、日本語話者照合タスクの観点から、JTubeSpeech（※3）データセ
ットのトライアルセットをテストセットとして使用し、Equal Error Rate（EER）を評価指標として評価い
たしました。なお、他のモデルとの公平な比較を保証するために、すべての実験は同じ設定で実施しており
ます。また、speaker embedding の抽出と話者照合にはX-vector/PLDAを使用しております。 

 
Laboro-ASVの性能を日本語話者照合タスクの観点から評価した結果 

https://arxiv.org/abs/1706.08612
https://arxiv.org/abs/1911.01799
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 EERは低い方が良いとされており、比較実験の結果、VoxCeleb1 と Laboro-ASVを組み合わせたデータ
セットで訓練されたモデルが最も良い性能を発揮できていることが上図からわかります。Laboro-ASVは、
データ量の観点においては他の大規模データセットに比べて劣るものの、他のデータセットと併用すること
で日本語話者照合タスクの精度を向上させるために有効なデータセットであることを確認いたしました。 
 
（※3）音声認識と話者照合のためにYouTube から構築される日本語音声コーパス 

 Laboro-ASV の利用について              

 Laboro-ASVに含まれる音声及びテキストデータの権利は、元のテレビ放送の著作権者に帰属しています
が、著作権法30条の４に基づき、情報解析等の用途のために、商用利用および大学等の学術研究機関に対し
て無償で公開いたします。ただし、元のテレビ番組の音声を再構成し鑑賞する事を防ぐために、発話単位で
ランダムに並び替えられており、かつ番組名や放送局等の付加情報は含まれておりません。 
 
ご利用にあたっては、当社HP内の特設ページ（https://laboro.ai/activity/column/engineer/laboro-
asv）をご確認の上、お問い合わせフォーム（https://laboro.ai/contact/other/）よりお問い合わせくださ
い。 
 

 ご参考情報                          
■株式会社 Laboro.AI 会社概要 

会 社 名：株式会社Laboro.AI（ラボロ エーアイ） 

所 在 地：〒104-0061 東京都中央区銀座八丁目11-1 

代 表 者：代表取締役CEO 椎橋徹夫 

代表取締役COO兼CTO 藤原弘将 

設  立：2016年 4月 1日 

事業内容：機械学習を活用したオーダーメイド型AI『カスタムAI』の開発 

カスタムAI 導入のためのコンサルティング 

Ｕ Ｒ Ｌ : https://laboro.ai/ 

 

株式会社 Laboro.AI は、オーダーメイドのAI ソリューション『カスタムAI』の開発・提供を事業とし、アカ
デミア（学術分野）で研究される先端のAI・機械学習技術をビジネスへとつなぎ届け、すべての産業の新た
な姿をつくることをミッションに掲げています。業界に隔たりなく様々な企業のコアビジネスの改革を支援
しており、その専門性から支持を得る国内有数のAI スペシャリスト集団です。 
 

以 上 
 
 
＜本リリースに関するお問い合わせ＞                                              
株式会社 Laboro.AI マーケティング部 広報担当 中村麗奈 
Mail：press@laboro.ai Tel : 03-6280-6564（代表）    

https://laboro.ai/activity/column/engineer/laboro-asv
https://laboro.ai/activity/column/engineer/laboro-asv
https://laboro.ai/contact/other/
https://laboro.ai/

